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今後の取組スケジュールと今年度の推進体制 

 

（１）今後の取組スケジュール 

令和元年度 【取り組むべきこと】 

・ワーキング・テーマごとに取組を具体的に推進させ，将来的に持続的な取組とす

るための検討や体制づくりを進める 

・残された計画期間を意識してアクションプログラム全体の進捗を図る 

 

【今年度のスケジュール】 

4 月上中旬   推進会議各構成員の新年度体制決定～地域代表等委員の御選出 

        運営会議体制の検討，新年度体制での運営スタート 

4 月      地域団体活動ステップアップサポート事業 募集開始（～6 月 10 日） 

        ＝募集説明会兼初年度事業報告会の実施 

 

７月下旬    洛西アクションプログラム推進会議 令和元年度第１回会議 

（24 or 31）  ＝新年度体制の確認，推進会議・ワーキング・集い等で検証した 2

年間の進捗状況（成果・課題）の取りまとめ，令和元年度の取組

目標，スケジュールの確認 

８月      まちづくり通信第 15号 発行（デザイン等の刷新） 

 

９月下旬    洛西アクションプログラム推進会議 令和元年度第２回会議 

＝令和元年度の進捗確認（取組ＷＧの状況など）， 

下半期に向けた体制や活動の検討など 

 

10 月      まちづくり通信第 16号 発行 

 

12 月上旬    洛西アクションプログラム推進会議 令和元年度第３回会議 

＝令和元年度の進捗確認，下半期からの推進体制の確認， 

令和２年度以降の活動・体制の確認など 

 

12 月      まちづくり通信第 17号 発行 

 

２月下旬    洛西アクションプログラム推進会議 令和元年度第４回会議 

＝令和元年度の取組の振り返り，成果・課題共有，令

和２年度計画や体制など 

３月      まちづくり通信第 18号 発行 

 

 

令和２年度 

（ＡＰ最終年度） 

【取り組むべきこと】 

・アクションプログラムでの取組を「持続的な仕組み」として確立する 

・アクションプログラム最終年として，取り組んできたことを総括 
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（２）今年度の推進体制 

 

（推進会議） 

○アクションプログラムの進捗状況について確認するとともに，その推進に対して洛西ニュータウン地域全体

として協力しあう意識を共有する場とする。 

 

（運営会議） 

○アクションプログラムによる取組を推進するために必要な「連携」や「アイデア」を出し合うことで，具体

的な取り組みを進めるエンジンの役割を持たせる。 

○アクションプログラム全体の推進状況についても確認し協議する。 

 

（ワーキング） 

○アクションプログラムに基づく事業の推進に向けて，推進に主体的に関わるメンバーで構成して，具体的な

取り組み方法などを協議する。 

○具体的なアクションを実施していくため，必要に応じてプロジェクト単位の「部会」を設定するなど，小回

りの利く体制を設定する。 

 

 

 

推進会議 
地域としてのコン

センサスを得る場 

ワーキング 
アクションプログラ

ムに基づく事業の推

進に向けて，推進に

主体的に関わるメン

バーで構成して，具

体的な取り組み方法

などを協議する場 

《当初の設定イメージ》 

推進会議 
地域としてのコンセン

サスを得る場 
（実際は状況報告のみ） 

運営会議 
推進会議の 

進行確認の場 

ワーキング 

ワーキングとして主体的

に事業推進を協議するこ

とができていないWGも

見られる。 

《現状》 

推進会議 
ＡＰの進捗状況について確認する 
洛西ニュータウン地域全体として協力しあう

意識を共有する場 

運営会議 
AP による取組を推進するために必要な「連携

」や「アイデア」を出し合い，具体的な取り組

みを進めるエンジンの役割 

ワーキング（部会） 

具体的なアクションを実施していくため，必要

に応じてプロジェクト単位の「部会」を設定す

るなど，小回りの利く体制を設定 

《今後のイメージ》 

運営会議 
推進会議を円滑に

推進するための事

前調整の場 


